
ステージ 小児期 思春期 更年期

年齢 7・8歳　～ ～　17・18歳　　 18・19歳　～　39歳 40　～　44・45歳 44　～　55歳 50歳代後半以降 65歳以上

就学 進学 就職～就労、キャリアアップ 就労の継続

退職後の新生活

　　　　　　　結婚、出産　育児～子育て

自分やパートナーの介護

パートナーの死

ダイエット 生活習慣病 生活習慣病

家族計画 婦人科の病気 　(脂質代謝異常、高血圧、肥満、糖尿病)→冠動脈疾患、脳血管血管、合併症

婦人科の病気 婦人科の病気 　子宮内膜症、子宮筋腫 歯周病 歯周病

月経異常(月経不順) 不妊症・不育症 女性特有のがん 更年期障害 骨粗鬆症 転倒・骨折

月経前症候群(PMS) 月経困難症 　子宮頸がん 　ほてり、のぼせ、発汗　など 女性特有のがん 　手首や大腿骨の骨折、

月経前症候群(PMS) 　卵巣がん 　めまい、動悸、頭痛、肩こり 　乳がん 　　脊椎圧迫骨折

貧血 貧血 　乳がん 　冷え、疲れやすさ　など 　子宮体がん

　気分の落ち込み、意欲の低下 その他のがん フレイル

性感染症 尿もれ 甲状腺の病気 　イライラ、不眠　など 　大腸がん 　脚力低下→全身体力低下

避妊 女性特有のがん 　胃がん 　(例：転倒→骨折→寝たきり)

望まない妊娠・中絶 膠原病 　子宮頸がん、子宮体がん 　肺がん

　卵巣がん、乳がん アルツハイマー認知症

　　　精神科・心療内科の病気 うつ

摂食障害(拒食・過食) うつ、パニック障害 その他のがん 尿もれ、泌尿器の病気

起立性調整障害 性別不適合(性同一性障害) 甲状腺の病気 皮膚の病気

パニック障害 膠原病 甲状腺の病気

肩関節周囲炎 膠原病

腰部脊柱管狭窄症

膝痛

喫煙

など など など など など

早寝・早起きで生活リズムを整えましょう。

栄養バランスのよい食事を心がけ、減塩や望ましい間食の取り方などを身につけましょう。

遊びを通してからだを動かしましょう。 からだの状態に合わせ、無理のない範囲で運動を行いましょう。

適切な体重管理（やせの予防、肥満の予防）を行いましょう。

月経前症候群(PMS)など、気になる症状がある場合は、婦人科を受診してみましょう。

摂食障害は心の病気です。精神科や心療内科を受診してみましょう。

妊娠中・授乳中は禁酒・禁煙をしましょう。

家庭血圧の測定や体重測定など、からだの状態をチェックし定期的に健診をうけ、結果の変化により生活習慣の改善に努めましょう。

健診後、異常値がある場合は医療機関に受診しましょう。甲状腺の病気は、内分泌科を受診しましょう。

気になる症状がある場合は、婦人科や更年期外来、女性外来などを受診しましょう。

更年期障害の症状には個人差があり、他の病気が隠れている可能性もあるため

更年期障害と決めつけずに医療機関を受診しましょう。

子宮頸がんワクチン接種

      20歳代・30歳代健診

      妊産婦健康診査

      母親健康チェック、歯周病検診

　　　子宮頸がん検診(20歳以上、2年に1回)

      20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・７０歳　節目歯周病検診 ぎふ・さわやか口腔健診(75歳以上、毎年)

乳がん検診(40歳以上、2年に1回)

特定健診・特定保健指導(40歳～74歳、毎年) ぎふ・すこやか健診(75歳以上、毎年)

肺がん検診(40歳以上、毎年)

大腸がん検診(40歳以上、毎年)

胃がん検診(50歳以上、隔年)

健康相談

女性ホル
モンの分

泌量

イベント

老年期

初経を経験し、成熟期に向かって
女性ホルモンの分泌量が増える

分泌量が安定する 分泌量が徐々に低下する
分泌量が急激に低下する。

月経周期が変化し
閉経にいたる

分泌量が
わずかになる

分泌はしない

親の介護

孫の世話

子どもの巣立ち

性成熟期

キャリアの応用

パートナーの退職

気
を
つ
け
た
い
健
康
問
題

肩こり、肩の痛み

腰痛、腰のだるさ

市
の
保
健
事
業

予防のた
めの対策

    

今
回
は
家
族
や
職
場
の
仲
間
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
『
女
性
の
健
康
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
が
主
体
的
に
取
り
組

め
る
新
た
な
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て
「
21

世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
（
健
康
日

本 

21

）
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

は
現
行
の
対
策
が
見
直
さ
れ
、令
和
６
年
４
月
か
ら

令
和
17

年
の
12

年
間
を
か
け
て
、
第
３
次
と
し

て
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

取
り
組
み
の
方
針
は
図
１
の
よ
う
に
４
つ
あ
り
、

４
つ
目
の
『
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま
え

た
健
康
づ
く
り
』
に
は
、
新
た
な
視
点
と
し
て
、
『
女

性
の
健
康
』
に
つ
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

女
性
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
性
差
に
着
目
し
た
取

り
組
み
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
『
女
性
の
健
康
週
間

(

毎
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で)

』
に
つ
い
て

も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

瑞
浪
市
で
も
『
み
ず
な
み
健
康
21(

第
３
次)

計

画
』
を
策
定
し
、
『
健
康
で
安
全
な
出
産
が
で
き
る

か
ら
だ
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
や
支
援
』
を
中
心

に
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

            

 

  

女
性
の
健
康
を
知
る
に
は
、
ま
ず
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ホ
ル
モ
ン
と
は
、

血
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
か
ら
だ
の
様
々
な
働
き
を

支
え
る
情
報
伝
達
物
質
の
こ
と
で
す
。
100

種
類
以

上
あ
る
と
言
わ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
う
ち
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
に
は
、
主
に
卵
巣
で
つ
く
ら
れ
る
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
」
と
「
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
」
が
あ
り
、
妊
娠
や
出
産

と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

              

                     

図
２
は
、
女
性
と
男
性
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
年

代
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
す
。 

ま
ず
女
性
ホ
ル
モ
ン(

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン)

は
、月
経
～

排
卵
～
月
経
と
い
う
、
お
よ
そ
１
か
月
単
位
で
く
り

返
さ
れ
る
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、男
性
の
よ
う
に
一
定
に
分
泌
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
年
代
に
よ
っ
て
分
泌
量
が
増
減
す
る
た
め
、

起
こ
り
や
す
い
病
気
や
ト
ラ
ブ
ル
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。 

                                

    

男
女
と
も
に
40

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
調
不
良
や
情
緒
不
安
定
な
ど
の
症
状
が

始
ま
り
ま
す
。
男
性
の
場
合
は
、
30

歳
以
降
、
男
性

ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
分
泌
が
減
少

し
、
40

歳
代
後
半
で
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
女
性
に
比
べ
る
と
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
の

変
化
が
緩
や
か
な
た
め
、
老
化
現
象
と
認
識
さ
れ
、

気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。 

一
方
、
女
性
は
40

歳
代
後
半
～
50

歳
代
に
急

激
な
減
少
と
喪
失
が
起
こ
り
、
大
き
な
変
化
が
訪

れ
ま
す
。 

   

女
性
の
一
生
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
月

経
や
出
産
な
ど
数
々
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
し
て
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
体
や
心

の
状
態
や
不
調
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
図

３
に
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、女
性
ホ
ル
モ
ン(

エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン)

分
泌
量
、
起
こ
り
や
す
い
病
気
、
予
防

の
た
め
の
対
策
、市
の
保
健
事
業
を
ま
と
め
ま
し
た
。

様
々
な
症
状
が
起
こ
る
前
と
後
の
対
応
策
を
含
め

あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ま
ず
は
正
し
く
学
び
、
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
女
性
が
生
涯
を
通
じ
健
や
か

で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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性
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出典：内閣府 男女共同参画白書 平成３０年度版  I-特集-第３４図 

図 2 男性・女性ホルモンの推移 

① 

② 
③ 

④ 

図 1 健康日本 21(第３次) 概念図 

出典：厚生労働省 

図３ 女性のライフステージと女性ホルモン(エストロゲン)分泌量と起こりやすい病気 

エストロゲン 

女性らしい丸みのあるからだをつくり、生殖

器官を発達させる働きがあります。 

自律神経、骨、血管、関節、肌にも 

作用するため、分泌量の変化が 

健康状態に影響しやすいのが特徴です。 

プロゲステロン 

受精卵の着床のために、子宮内膜を整えます。 

その他、基礎体温の上昇、体内の水分維持、 

乳腺の発達など、妊娠しやすい状態をつくり、

妊娠している状態を維持する働きがあります。 


